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視察報告書 
 

令和 ５年 ８月 １７日 
薩摩川内市議会 
議⻑ ⼤⽥⿊ 博 様 

会派 創造薩摩川内 
 代表者名 帯⽥ 裕達 

 
政務活動費による視察を実施したので、次のとおり報告します。 

 
１ 視察年月日 
  令和 5 年 6 月 5 日（月） 〜 令和５ 年 6 月 7 日（⽔） 3 日間 
 
２ 視察参加者 
  帯⽥裕達・⼤⽥⿊博・⽯野⽥浩・宮⾥兼実・新原春⼆・森永靖⼦･下園政喜・森満 晃・ 

落口久光・坂口健太 
 
３ 視察先 
  東京都霞が関 農林⽔産省 
     資源エネルギー庁 
  東京都  原⼦力発電環境整備機構 
 
４ 視察目的 
  農林⽔産省   ：畜産業の情勢とみどりの食料システム戦略について 
  資源エネルギー庁  ：次世代革新炉について 
  原⼦力発電環境整備機構 ：高レベル放射線廃棄物の地層処分の事業概要と現況 

について 
 
５ 視察の概要 
：農林⽔産省「畜産業の情勢とみどりの食料システム戦略について」 
 国内流通の牛肉は、国産肉は低い⽔準で推移しているものの、全体の流通量は輸入業肉に左
右されている。飼育牛は和牛が伸びているものの、酪農牛は減少傾向となっている。今後、和
牛の割合は伸びるものと見ているが、需要とのバランスが課題となっている。全体的な市況は、
コロナ前に戻りつつあるものの、物価上昇により原価が上昇しており、競り価格が低下してい
る中に有って 1 次農家には厳しい状態となっている。乳牛についても、年々生産量は減少傾向
となっている。物価高によるコストアップと、需要の減少で生産量の方が勝っている事もあり、
需給バランスの調整、確保と、コスト低減が課題となっている。 
 そのような中、カーボンニュートラルの一環として、「みどりの食料システム戦略」の必要性
も出てきており、環境負荷低減と原価低減を兼ねた展開として、飼料の改良で排泄される環境
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「次世代革新炉について」 
 ５つある革新炉の候補の中で、究極は核融合炉であろうと思われるが、現時点では検証が不
足して相当年かかると思われ、直近では革新軽⽔炉で次いで高温ガス炉がそれまでの繋ぎの技
術になるのではないかと思われる。再生可能エネルギーの促進が言われる中、先進海外諸国で
は電力の不安定化などの問題から、再エネ中心の政策から再度原⼦力の利活用に舵を切る先進
諸国も見られることから、正しい現状分析と判断基準に基づくエネルギー政策の方針を期待し
たい。また、いずれの方式の革新炉についても検証には膨⼤な予算が必要となる為、予算獲得
も課題としてあげられていたため、今後、増⼤することが確定している電力使用量の確保の為、
安定した環境整備の為にも国⺠の理解の元進めて⾏くべきであると強く感じる。 
 
「高レベル放射線廃棄物の地層処分の事業概要と現況について」 
 地層処分の調査機関は３段階で約２０年と⻑期間を要す事業となる。実際に処分が始まって
も、建設から操業、閉鎖までで１００年事業となる為、⻑期にわたる事業になる為雇用にもつ
ながる事も判ったうえで判断すべきであるとも思うが、現状では感情論だけが先⾏して正しい
議論の場が作られていない感が強い。遠くない将来、そういう議論が必要な時期が来るため、
しっかりと本件の検証の状態がどこまで進んでいるのか把握して⾏く必要があると感じた。今
後も、動向については注視して⾏きたい。 
 








































